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�　　教室のご案内

☕　喫茶＆ギャラリー　たんぽぽ　　　  http://r.gnavi.co.jp/c660000/
　　　富田林市高辺台 2-30-20　☎0721-28-1593　営業時間:8 時〜18 時　定休日:月曜。　　　　
♪ カーブス河内長野三日市　　http://www.curves.co.jp

　　  南海高野線「三日市」駅より西へ徒歩5分。☎0721-65-6200(受付10時〜19時)

✿　あんみつcafe小豆（こまめ）  ギャラリー＆フリースペースTSUMUGI
　　　河内長野市原町 6-2-13  ☎& FAX 0721-53-8180 　cafeは12時〜18時。定休日：日・月・火。　　 
　　  https://www.facebook.com/komame.tsumugi/
　　暮らし上手工房 　http://ku-ra-shi.com　　移転されます。移転先のOPENは来年。
　　詳細はホームページをご覧下さい。
☕  ノーマン・ロックウェル カフェ　　http://osaka.dokonet.co.jp/shop/2844154/　　　　
　  南海高野線「大阪狭山市」駅より徒歩2分。☎072-360-4456  営業時間:8時〜18時  定休日:月・火
☕  カフェダイニング　キッチンブルドック     https://www.facebook.com/d.kitchen.bulldog/
　　　富田林市甲田3-13-4　2F　☎0721-21-5066　営業時間:11時〜14時 17時半〜22時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
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✌　〜安心して間違えられる、それが力をつけるコツ！〜　✌　

「新・スペースわん通信」を置いていただいているお店

　　　発行：スペースわん　永田仁美　 586-0012 　大阪府河内長野市菊水町 3-7 
　　　　　　 TEL&FAX 　 0721-54-3301 　 E-mail 　 space-1@sirius.ocn.ne.jp
　　　定価 :1 部 100 円　年間購読料 2000 円（送料込み）　手渡し 1000 円
　　　　　　郵便振替　 00990-6-120078 　スペースわん
　　　　✻ 購読のお申し込みは永田まで。郵便振替の用紙をお送りいたします。

バックナンバーの一部を、
ホームページやブログから読むことができます。
ホームページ　 http://space-1.jimdo.com
ブログ「楽に学ぼう！　子どももおとなも！」
　  http://blog.canpan.info/kikurinferin/
Facebook
（スペースわんor永田仁美）も見てね！

http://ku-ra-shi.com/
mailto:space-1@sirius.ocn.ne.jp
http://space-1.jimdo.com/
http://blog.canpan.info/kikurinferin/


「考える力」は、いつ付くの？

♫涙の数だけ強くなれるよ♫

　「スペースわん」では、プリントをやっ
ている途中で泣き出す、ということが時々
あります。
　主に、小学校低学年〜中学年の生徒さん
ですね。
　いえいえ、私が泣かしているのでも、他
の生徒さんに何か言われて・・・、という
ことでもありません(-_-;)(;-_-)
　黙々とやっているうちに、とか、答え合
わせをしているうちに、とか、です。
　家でプリントをやって答え合わせをした
らミスが大量に出て、「先生に怒られる」
と泣き叫んだ、と、後日お母さんからお聞
きしたケースもありました。
　そのことについて、「新・スペースわん
通信」第  2  号  「『ミスいっぱい』が力をつ
ける〜先月号の高1生の、小2から受験ま
での歩み」に書いています（ホームページ
から読むことができます）。
　もちろん、私は、ミスが多いから怒る、
なんてことはしません（^^）
　でも、多くの場合、ミスすると怒られる
ので、そういう考えがしみついてしまって
いるのですね。
　涙の意味も人それぞれで、この子のよう
に「怒られる」と思って泣く場合もあれば、
ミスが大量に出てびっくりして泣く場合や、
ただひたすらできないことが悔しくて涙が
出てくることもあるかと思います。
　で、そういう場合、私はどうするか。
　最近は、過去の例から、次のように伝え
ています。

　「プリントをやりながら泣いた人は、み
んなものすごく力がつくんだよ！」
　もちろん、泣かなくても、やり続ければ
必ず力がつくのですが(^^;;
　泣くぐらい悔しい思いをし、自分の前に
立ちはだかった「カベ」をしっかりと越え
た子は、間違いなく格段に力をつけていき
ます。
　「新・スペースわん通信」第  27  号  「勉強
の『おもしろさ』って？」で紹介した小3
のSちゃんは、学校でまだ習っていないと
ころに進んでいます。
　最近やったプリントが、これ。

　
　割る2ケタの割り算で、商も2ケタ、と
いうプリントです。
　涙がこぼれた上に、何度も消しゴムで消
したのか、プリントが破れているところが
ありますね(^^;;
　1回目は、時間は計らず、32問中ミス24
個、やってない問題も結構ありました。
　翌日、そのプリントの間違えたところや
できなかった問題をやって、何を間違えて
いたか、何がわからなかったのかがわかる
と、翌々日には、12分46秒ミス0ででき
てます！（目安時間12分)
　このように、ミスがたくさん出てはポロ
ポロ涙をこぼしながら、そのたびに「どう
して間違えたのか？」「どうしてこうなる
のか？」を自分で考えて「カベ」を乗り越
えてきました。
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http://blog.canpan.info/kikurinferin/img/E696B0E9809AE4BFA127E58FB7E38080.pdf
http://blog.canpan.info/kikurinferin/img/E696B0E383BBE9809AE4BFA12E58FB7.pdf
http://blog.canpan.info/kikurinferin/img/E696B0E383BBE9809AE4BFA12E58FB7.pdf


　今までの具体的な変化は、ブログの「涙、
のち、クリア」（「教室の風景」9/22）　
に、実際のプリントの画像付きで書いてい
ますので、そちらをご覧下さい。
　

「考える」をじゃましない

　まだ習っていないところに進んでいるS
ちゃんには、「前に戻って復習しても、先
に進んでも、どっちでもいいよ」と言って、
自分でどうするかを選んでもらっています。
　それで、戻ることを選んでも、先に進む
ことを選んでも、どちらでもOK。
　本人が自分で納得して選んでいることな
ので、泣いていても黙って見守ります。
　泣きながら手が止まっているようなら、
「そこまででストップしてもいいよ」と声
をかけてみます。
　でも、Sちゃんは泣きながらもやり続け
ることを自分で選びました。
　そうやって自分の意志で、難しいことに
チャレンジし、泣きながらも自分で考えて
いるのです。
　それを安易にじゃましてはいけない。　 
　たっぷりと考え悩むことで、力がつくだ
けでなく、わからなくても難しくても自分
でチャレンジする力がつくのだと思います。
　

「考える力」と「教えない」

　多くの場合、「習っていないのなら、ま
ずやり方を教えよう」となりがちですが、
「スペースわん」ではそうしません。
　まず習っていないままプリントをやって
もらいます。
　だから、ミスが大量に出て当たり前。
　そのミスを、できるだけ「教えず」に、
自分自身で「どこがどう間違っているの
か」を考えるように見守ります。
　その時、自然に「能動的に考える」姿勢

になります。
　これは、「教える」よりも、本人自身の
納得度が高い。「ああ、こういうこと！」
とストンと腑に落ちるのです。
　安易に「教える」と、そうなりません。
　「らくだ」が「教えない教育」だという
のは、こういうことです。
　それでもわからなかったら、本人が聞き
に来ますので、そのタイミングで、その子
がわからない部分だけ「教える」、つまり、
「教える」という行為をできるだけ少なく
します。
　多くの場合、何がわからないかをできる
だけ細かく「聞く」ことで、ほとんど解決
したりします。
　こうすることで、強制しなくても「考え
る力」がつきます。
　「計算だけでは考える力はつかないので
は？」という意見もあり、たしかに、普通
のドリルなどで計算をするだけでは、そう
かもしれません。
　でも、「らくだ」では、「答え合わせと
間違い直しを自分でやる」ということに重
点を置いていますので、間違い直しをする
時に、前述のように自分で考えざるを得な
い状態になります。
　特に、まだ習っていないところに進むと、
「これはどうしてこうなるのか？」と考え
ざるを得ません。
　つまり、安易に「教えない」ことで、
「考える力」をつけるのです。
　前号で紹介した、小学校から学校には通
わず、通信教育で教わらずに学力を身につ
けたAさんも、時間をかけてじっくり自分
で考えてプリントを進めてきました。
　習ったけれども忘れてしまったり、わか
らないままだったりする場合も、自分に
とって必要なだけ時間をかけて、必要なだ
け間違い直しをし、必要なだけくり返すな
かで、「考える力」が養われているのです。
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http://blog.canpan.info/kikurinferin/archive/113
http://blog.canpan.info/kikurinferin/archive/113
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掲示板　▶印は、永田が参加している会です

▶ライフロード〜「介護」や「老い」について語り合う会~　　　毎月第 2 水曜 10:30 〜 12:30 。
　　 YMCA アジア青少年センター 201 号　学校に行かない子と親の会（大阪） ココナッツハウス
　（大阪市東成区中道 3-14-15 　 JR 玉造駅から徒歩 5 分。☎ 06-6977-3118) にて。　　
　　参加費 500 円。参加ご希望の方は永田まで。
▶子どもについての悩みを語り合う会 in 河内長野〜不登校・いじめ・行きしぶり・ひきこもり〜　
　　毎月第 3 土曜 10:00 〜 12:00 。「スペースわん」にて。参加費 300 円。参加ご希望の方は永田まで。　  
  　不登校に限らず、学校に行っていてもしんどそうだったり、行き渋っていたりといった状態の子どもさ　
　 んの親御さんも気軽に参加していただけます。
▶しゃべり場きらっとぴあ　　　毎月第 2 金曜 10:00 〜 12:00 。　
     大阪狭山市男女共同参画推進センター　きらっとぴあ（大阪狭山市狭山 1 丁目 862-5 　大阪狭山市役　  
　   所南館 1 階　 ☎＆ FAX 　 072-247-7047 ）にて。参加費無料。参加ご希望の方は永田まで。
★認知症介護者家族の会（河内長野家族の会）　偶数月の第 1 土曜 13:30 〜 15:30 。河内長野駅前ノ
　　バティ南館 3 階ノバティホールにて。参加費 400 円 ( 会員無料 ) 。連絡先☎ 0721-63-2602 　浜名さん。
☕ あかりカフェ（藤井寺市藤井寺 2-2-18 　☎& FAX 072-937-8876 ） http://akari-cafe.jimdo.com/
　「スペースわん」の元生徒さん姉妹のお店。定休日：火曜。営業時間： 11 時〜 18 時。
👟  i ・ i ・ KOOK（アイ・アイ・クック） http://www.iikook.com　近鉄「富田林」駅北口より徒歩 1 分。
　　足のこと・歩くことを考えて下さる靴屋さん。　携帯　 080-3463-4118 池川さん。
☕ 育みネット カラフル〜奥河内を拠点にした親子の学び合い、育ち合いコミュニティー〜
　　市町にある素敵な古民家、河内長野市社会福祉協議会の「市町diary」（河内長野市市町634）や、
      千早赤阪村の「結の里」で、月数回活動されています。詳しくは、ホームページまたはFacebookで。
　　http://colorfulnet.sunnyday.jp/wp/

http://akari-cafe.jimdo.com/

